
社会福祉法人 生き活き館 一般事業主行動計画 

 

一般事業主行動計画の策定及び公表について 

 

一般事業主行動計画とは、次世代育成支援対策推進法に基づき、職員の仕事と子育ての両立を

図るために作成する計画の事で、雇用環境の整備や子育てをしていない職員も含めた多様な労

働条件の整備などに取り組むにあたり、行動計画に「計画期間」「目標」「目標達成のための対

策」を定めるものです。 

社会福祉法人 生き活き館では「次世代育成支援対策推進法」に基づき「一般事業主行動計画」

を下記のとおり公表します。 
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職員がその能力を発揮し、仕事と生活の調和を図り働きやすい職場環境の整備を行うため、

次のように行動計画を策定する。 

 

１．計画期間  令和 1年８月１日～令和4年７月３１日までの３年間 

 

２．内容 

 〇雇用環境の整備に関する事項 

 【目標1】 

  妊娠中の女性職員、育児期間中の職員に対して、産前産後休暇および育児休業等に関する

規則の周知や、相談しやすい体制・環境を整備します。 

  ＜対策＞ 

◆事業所ごとに、規則について会議や書面で周知します。 

◆対象職員への案内・説明を随時行います。 

 

 【目標２】 

  少人数短時間でのＯＪＴの実施や評価をすることにより、男女を問わず管理職・リーダー

等で活躍できる体制づくりを推進します。 

  ＜対策＞ 

   ◆全職員に対しレベルアップ研修を毎月及び、随時実施します。 

   ◆女性職員を積極的に採用し、管理職の育成を行います。 

 

 〇次世代育成支援対策に関する事項 

 【目標３】 

  インターシップ等の介護の職場体験、職場見学会実施や、継続して実施しているトライア

ル雇用を活用し、職業訓練の推進をします。 

  ＜対策＞ 

   ◆各地域の各種学校・ハローワーク等と連携・連絡のもと、機会の創出を行います。 


